
2025 年日本国際博覧会  

夢洲第 1 交通ターミナル運行情報サイネージ等 管理システムサービス提供業務 

事業者選定結果について 

 

本事業について、公募型企画及び協賛提案方式により事業者を募集し、下記のとおり最優秀提案事業者

（契約候補者）を選定しましたので、お知らせします。 

 

 

１． 審査手法 

 
事業者（3 者）から提案のあった内容について、3 名の選定委員会委員による審査を行い、最優秀提

案事業者を選定いたしました。なお、審査にあたっては、令和 5 年 9 月 20 日より企画提案書による書

類審査及び令和 5 年 10 月 12 日に事業予定者選定委員会を実施し、選定委員会委員による採点（100 

点満点）を行いました。 

 

2．審査結果 

 
（1）最優秀提案事業者（契約候補者） 

東京センチュリー・パナソニックコネクト・WillSmart・都築電気コンソーシアム 

評価点 89 点（価格点審査対象額 559,966,000 円（税込）） 

 

（2）提案事業者（五十音順） 

東京センチュリー・パナソニックコネクト・WillSmart・都築電気コンソーシアム 

株式会社日立製作所 

株式会社 YE DIGITAL・国際興業株式会社共同企業体 

 

（3）評価点（点数順） 

① 89 点（※再掲） 

② 85 点 

③ 77 点 

 

3．最優秀提案事業者に対する講評 
■大規模バスターミナルにおけるシステムの導入実績がある。 

■バスダイヤ管理システム、デジタルサイネージシステムの運用実績がある。 

■ターミナル運用において、補助端末を有効活用した柔軟性のある提案であった。 

 

 

 



 

 

4．選定委員会委員（50 音順、敬称略） 

 

氏名 所属・役職 選任理由 

内田 敬 大阪公立大学大学院 工学研究科 

教授  

システム開発、プロジェクトマネジメント、リスク対

処法、システム監査等の観点から総合的に審査頂くた

め。 

大平 健司 
大阪大学 情報推進本部  

准教授 

システム導入、情報ネットワーク分野の専門家として

の観点を中心に総合的に審査頂くため。 

坂部 光雄 
一般社団法人 大阪バス協会 

専務理事  

バス分野の専門家として、バス運行管理、ターミナル

運用等の観点から総合的に審査いただくため。 

以 上 


